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周波数可変交流電源の開発 
 

１．目的 

近年，市場で急速に普及している太陽光発電エネ

ルギーや蓄電エネルギーはすべて直流発電による蓄

電である．そのため電化製品にそれらのエネルギー

を使用した場合には必ず交流変換器が必要となり，

一般的に普及している交流電源は 50/60Hz の固定周

波数のものがそのほとんどである． 

そこで，直流交流の電力変換機器を共同研究企業

のオリジナル製品として開発し，製品化を目指して

の技術革新を行うことを目的として，様々な用途で

の使用を可能とする周波数および電圧可変型のマル

チな交流電源の基本的技術の開発を行った． 

 

２．内容 

本研究では周波数可変領域を通常の商用系統にあ

る 50/60Hz 領域ではなく，誘導加熱として使用可能

な300KHz～500KHzをターゲットとする高周波対応

型インバータ設計技術の開発を行った． 

誘導加熱とは導電性の加熱対象物に交番磁界を印

加し渦電流を誘起させて加熱対象物を自己加熱させ

る加熱方法であり，高い加熱効率，自動化や省力化

が可能，急速加熱が可能，温度制御が容易，作業環

境が改善できるといった利点を持つため産業分野に

おいて広い市場があると予想され今後の普及に期待

ができる．しかしながら高周波インバータ回路にお

いてはノイズの発生や表皮効果による機器内部配線

の加熱など低周波では起こらない様々な技術的問題

が多いため，設計どおりに実機動作を得ることは極

めて難しい．そこで当センターにおいては，これま

でのパワーエレクトロニクス機器開発の実績をもと

に主回路設計におけるパターン設計とその製作を実

施した．設計仕様は 300KHz～500KHz の直列共振型

高周波インバータとし，直流印加電圧は約DC100V，

出力電流は 30Arms 程度とする．低電圧ではあるが

出力電流が大きいため，ノイズの発生量が大きくな

ることが予想されたため，ノイズの発生源となるサ

ージ対策としてスナバ回路とその配置パターン設計，

さらにノイズによる誤動作防止について重点的に設

計を行った．インバータは出力の電圧波形は矩形波

duty 制御方式であり，4 現象動作でなく 2 現象動作

による制御であるため，各素子における同時 OFF 区

間が存在することになり，共振回路におけるトラン

ス L 成分および配線経路における誘起電圧の発生が

大きくなることが予想された．そこでサージ吸収を

行うスナバ回路には充電型スナバ回路および充放電

型スナバ回路の組み合わせによる対策を行った．ス

ナバ回路はスイッチング素子に極めて直近であるこ

とが望ましく，基板実装型のパワー回路ではその位

置関係が難しい．そのため充電型スナバを基本とし

て素子への最直近位置に配置し，充放電型スナバ回

路は素子が実装されるパワー基板とは別製作として

パワー基板にポスト治具で配線し，積層構造とする

ことで，その効果を最大限に高める手法を採用した．

また，MOSFET のドライブ回路においてはノイズの

挿入による誤動作を考慮し，ドライブ基板もパワー

基板との分離を行った．また，パルストランスの絶

縁効果を有効にするため，パルストランスのゲート

入力２次側パターンはMOSFETのソースパターンを

利用したシールドパターン構造とした．表１に設計

に使用した設計環境を示す．図１に開発設計を行っ

た基板構造設計図を示す．放熱用フィンは水冷仕様

である．なお，制御方式と回路部品などに関しては

共同企業のノウハウとなっているため省略する． 

表１．設計環境 

設計ソフト Altium Designer 

メーカ Altium Limited 

出力形式 Mm 4:4 RS274 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．基板構造設計図 

３．結果 

周波数および電圧可変型のマルチな交流電源の試

作開発を行った．早急な製品化を期待する． 
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